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資　料

20世 紀初頭 ニ ュ
ー ヨ ーク市固定式精神薄弱学級指導主事E．フ ァ レル に よ る

　　　　　　　　生 活活動体験を配列 したカ リキ ュ ラム の 形成

本間　貴子
＊ ・米田 　宏樹

”

　本研究 の 目的 は、20世紀初頭 ニ ュ
ーヨ ーク市公立学校内 「固定式精神 薄弱 学級 」

（Ungraded　Classes）にお け る対象児の 変化 とそれ に伴 う教育 目的 ・目標
・内容 ・方法

の 変化 を、
こ の 学級 にお ける精神薄弱教育を主導 した E．フ ァ レ ル の 教育実践 に焦点 を

当て て 検討する こ と で ある。多様な原因 の 学業不振児か ら精神薄弱 に対象児を焦点化

した1903年以降、フ ァ レ ル は学年別 ・教科別で はな い カ リキ ュ ラ ム を模索 して い っ た 。

学級集団の 約半数が魯鈍級精神薄弱児に な り、 コ ミ ュ ニ テ ィ生活が 目標 に掲 げ られ る

1910年 頃か ら、 当学級 の カ リキ ュ ラ ム は 「学年制 の 課程に よ らな い 、 合科
・統合に よ

る指導形態、生活活動体 の 配列に よる カ リキ ュ ラ ム 」に収斂 して い っ た 。

キー ・
ワ
ー ド ：固定式精神薄弱学級 、 E ．フ ァ レ ル 、

　　　　　　　ユ ニ テ ィ生活

カ リキ ュ ラ ム 、興味の 中心、 コ ミ

1．はじめに

　20世紀転換期の ア メ リ カ合衆国にお い て、公

立学校 に通常学級 の学業不振児 を教育す る特殊

学 級が設置 され た 。 い くつ か の 都市 1で は、特

殊学級で 精神薄弱児 とそ の 他 の 理由に よ る学業

不振児 を分けて教 育す る よ うに なる 。 精神薄弱

を対象 とす る学級の 対象児は、「軽度精神遅滞

児 （mild 　mentally 　retarded 　student ）」 （Hendrick

and 　MacMillan ［1989］）あ る い は 「知的欠陥児

（軽度級精神薄弱児）」（中村 ［1992］78
，
81−87）

で あ っ た こ とか ら、こ れ らの 学級の 設置は、施

設教育対象の 精神薄弱児 よ りも軽度の 精神薄弱

児 を対象 とす る精神薄弱特殊学級教育の 開始 と

位 置づ けられ る 。 そ の代表例が ニ ュ
ーヨ ーク市

の 学年制に もとつ く教科課程 を適用 しない 固定

式学級
“
Ungraded　Classes

”
2 （1899年創設）で あ

る （Hendrick　and 　MacMillan［1989］）。

＊
筑 波 大学附属大塚特別 支 援 学 校

” 筑波大学人間総合科学研 究 科

　1899年 に
“
Ungraded　Classes

”
は 、

マ ン ハ ッ

タ ン の 貧困層移民の 居住区に設置 され た 。 こ の

学級 は、ヘ ン リ
ー ・ス トリー ト ・セ ツ ル メ ン ト

内の 特異児 （atypical 　children ）を教育す る 目的

で設置され、通常学級か ら の 落第児や学業不振

児の 受け皿 とな り、 通常学級 を効率化する役割

が期待 され て い た （中村 ［1992］）。 そ の た め 、

創設当初か ら
“
Ungraded 　Classes

”
の 学習集団

は、非行や 無断欠席等 の 問題 、栄養上 の 問題、

怠学、落第の 問題を有する多様な生徒で構成 さ

れ て い た 。 その 後 、 学年に対応す る標準年齢が

定め られ 、「身体検査」の 実施体制が 整備 され

る に従 い 、
“
Ungraded 　Classes

”
の 対象児 は精神

薄弱に絞 られ て い っ た と され る （中村 ［1992コ；

粟野 ［1996］11−12）。

　
“
Ungraded 　Classes

”
の カ リキュ ラ ム を模索 し、

その 基礎 を築 い た 人物の
一人が 、エ リザベ ス ・

E．フ ァ レ ル （Elizabeth　E 　Fa∬ ell　1870−1932）で

あ る、1895年に、フ ァ レ ル は州立オ ス ウ ィ
ーゴ

師範学校 を卒業 し、 その 後 ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク市 マ ン
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ハ ッ タ ン 区の ヘ ン リ
ー ・ス トリ

ー
ト ・セ ッ ル メ

ン ト創設者で プ ロ グ レ ッ シブ の リ リア ン ・ウ ォ

ール ド （Lillian　Wald 　l867−1940） と交流 を深 め

た 。 1899年に彼女はマ ン ハ ッ タ ン 区内の 第
一公

立 学校長 ウ ィ リ ア ム ・エ ッ テ イ ン ガ
ー

（William

L．Ettinger）と協働し、同校に
“
Ungraded　Classes

”

を設置 した 。

　 フ ァ レ ル は、 6 年 間 、 当学級で 教員 と して指

導にあた っ た後 、 1906年か らニ ュ
ーヨー

ク市教

育委員会 に設 置 され た
“
Ungraded 　Classes

”
部

の 指導 主事 を務めた。1911年頃か らは 、ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク大学、ペ ン シ ル ヴ ェ ニ ア 大学の 精神薄弱

教員養成夏季講座や コ ロ ン ビァ 大学で 指導法の

講義を担 当 し、 1915年か らは
“
Ungraded　Classes

”

教員向け雑誌
“
UNGRADED

”
の 編集 に携 わ り！

、

公立学校精神薄弱教育の 普及 と後進の 育成 に力

を注 い だ の で あ る。さ ら に フ ァ レ ル の 業績 は 、

1936年に連邦内務省教育局 （The 　Cemmissioner

of 　Education） に よ っ て 公表され る全国統
一

カ

リキ ュ ラ ム ともい える ℃ urriculum 　a〔ljustments

fer　the　mentally 　retarded
”

（Martens ［1936］）に

も影響を及ぼ した可能性 も指摘 され て い る （中

村 ・田代 ［ユ992］ 27）。

　本研 究で は 、 1899− 1915年頃の フ ァ レ ル と

“
Ungraded　Classes

”
の 教育実践 に 焦点 を当 て、

い か な る教育 目的 と教育 目標
4 の もとで 、教 育

内容や教育方法が設定 され、 どの よ うな成果が

得られ た の か を究明す る。具体的には 、ニ ュ
ー

ヨ ーク 市
“
Ungraded 　Classes

”
にお け る対象 児

の 変化 に伴 う教育実践の変化を、教育 目的 、 教

育目標 、 教育 内容、教育方法、教育成果を分析

の 視点 5 か ら整理 し、カ リキ ュ ラ ム 形成過程 の

特徴、カ リキ ュ ラ ム の 全体像 を明 らか にす る こ

とを 目的 とす る 。

　本稿 で い うカ リキ ュ ラ ム とは 、教育行政 に よ

り定め られたカ リキ ュ ラ ム だけで はな く、 フ ァ

レ ル が教師 レ ベ ル で試行 した指導内容 と方法 も

含むこ ととす る 。 また本研究は 、カ リ キ ュ ラ ム

の 観点か ら
“
Ungraded 　Classes

”
の 特徴 を明 ら

か にする 。 したが っ て 、 検討時期 は 、 その対象

が 学業不振児か ら精神薄弱児に 変化 した時期 を

含む。本稿で は、精神薄弱児を想定した カ リキ

ュ ラ ム となる前 の 学級 を 「固定式学業不振児学

級」 とし 、 精神薄 弱児 を想 定 した後 の 学級 を

「固定式精神薄弱学級」 と位置づ ける 。

なお本研究 は 、 歴 史的研究で あ り、 歴 史的用語

を使用する 。

皿．固定式精神薄弱学級教育の模索

　 1．学業不振児集団か ら精神薄弱児へ の焦点

　　化

　1899年に開設 した固定式学業不振児学級の 対

象児に つ い て 、フ ァ レ ル （1908） は 、 以下 の よ

うに描写 し て い る 。 学力面で は読 み ・数 の 学習

が可能 な子 と不可能 な子が混在 して お り、 感覚

の 鈍麻は共通 して い た 。 多くの 生 徒 は 、 行動上

の 問題 、非行、「路上 生 活 に興 味を持 つ こ と」、

「路上 で 小銭 を稼 ぐこ と」、 学校 の 学習 に興味が

な い こ と、無断欠席の 問題 を有し て い た 。 固定

式学 業不振 児学級 は 「雑多な生徒の は きだめ」

で あ っ た （Farrell ［1908b］9L92 ；中村 ［1992］

78，81−87）。

　多様な 問題 を抱 えた 生徒が固定式学業不振児

学級 に混在す る事実は 、学校 運営 の 効率化を図

る上で看過出来ない 問題で あ っ た 。 学校長 らは、

「8，000人 い る と想定 される固 定式学業不振 児学

級の 対象者 の うち 、 欠陥児 （defective　children ）

は 4分の 1 に満た な い 」 とい う状況 をニ ュ
ーヨ

ーク市教育長 マ ッ ク ス ウ ェ ル （Maxwell，　William）
に 報告 した （New 　York　City　Board 　of 　Educatjon

Annual　Report　fbr　l902，108）D

　上記の 報告を受けた マ ッ ク ス ウ ェ ル は、1902

年、「無断欠席や英語 を話せ な い 移民 で ある こ

とが 原因の 鈍児 （dull　children ）」 と 「ア デ ノ イ

ドや聾が原因 の 身体欠陥児 （defective　children ）」

と 「特 別な施設の 設置が必要 な白痴 や永続 的欠

陥児 （ldiotic　or　permanentry　defective　children ）」

が設立当初の 固定式学業不振児学級 に混在 して

い る こ とを認めた 。
こ の 混在 は 、 指導の 一

貫性

を欠 く原因で あるた め、適切 に 分類す る必要性

が あっ た （New 　York 　AR 　1902，108）。 さ らに マ

ッ ク ス ウ ェ ル 教育長は 、 白痴や 永続 的な欠陥児
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20世 紀初 頭 ニ ュ
ーヨ ーク市 固定 式精神薄弱学級 指導主 事E．フ ァ レル に よる 生 活活 動 体 験 を 配列 した カ リキ ュ ラム の 形成

を公立 学校 で 受け入れ る方向性 を示 した 。 しか

も彼は、フ ァ レ ル の学級 を含むマ ン ハ ッ タ ン 区

内の 公立学校数箇所の 固定式学業不振児学級 を

実験 的に 白痴 や永続 的 な欠陥児 の 学級 に充 て 、

精 神 薄 弱 学 級 と す る こ と を提案 し た （New

York 　AR 　l902
，
108−109＞。

　
一

般的に 1890年代か ら1910年頃 まで は 、
ペ ン

シ ル ヴ ェ ニ ア 州 エ ル ウ ィ ン精神 薄弱者施設の 施

設長バ ー （Barr，　Martin．） な どの 精神薄弱者施

設の 施設長 らは 、白痴 と痴愚 を含めた精神薄弱

児 を教育 し保護する場 を、 精神薄弱者施設が担

うべ きだ と考えて い た （トレ ン ト ［1997］ 23
，

25）。 しか し、フ ァ レ ル は 1903年 に、自らの 指

導経 験 とイ ン グラ ン ドの 特殊学校視察を踏 ま

え、特殊 学級 の 対 象 児は 「知 的能力 （mental

power ）が 施設対象ほ ど低す ぎるべ きで はな く、

単 に無断欠席 をする怠惰な生徒で あるべ きで も

ない 」 （Farrell［1903］ 244） と 、
ニ ュ

ーヨ ー
ク

市公立学校で 精神薄弱児を受け入 れる こ とを前

提に 、 公立 学校で 教育可能 な精神薄弱児 の 能力

に言及 して い る 。 さ らに 同年、ニ ュ
ーヨ ー

ク市

教育委員会 は 、 フ ァ レ ル の イ ン グ ラ ン ド視察報

告 を受けて 固定式精神薄弱学級 に は通常 の 学年

の 学科課程 （the　ordinary 　coursc 　of 　study ） を適

用 しな い こ とを決定 した 。

　1905年に は、ニ ュ
ーヨ ー

ク市教育委員会内で

対象児 を分類す る検査内容 とそ の 方法 を作成 し

た体育部長ブ ラウ ン （Brown ，　G ．　Elias）が 、精

神薄弱施設 の 対象 は 白痴 と中度痴愚級以 下 の 者

で 、学校教育の 対象は 軽度痴愚級以上で ある と

述べ た （New 　York　AR 　l905，434）。 彼によれ ば

学年制の 学科課程 を適用 しない 固定式精神薄弱

学級の 生徒 は 「抽象的な思考を必要 とす る通常

の 教育で は利益 を得 られ な い 」生徒で ある 。

　対象児 を分類す る検査 は、身体検査の ほか 、

「知能 （mental 　condition　and 　ability）が どれほ ど

か調 べ る ため の 」運動の 調整力や協応動作や模

倣の 可否 を調 べ る検査 、 気質や学校の 教育歴の

調査 も含 まれて い た 。

　しか しなが ら、知能検査導入以後の ユ912年で

さえ 、 施設対象者を固定式精神薄弱学級 で 教育

して い る こ とを問題 視する記述 が 、教育委員会

報告 に 見 られ る こ とか ら （New 　York 　AR 　for

1912，173）、学級対象児の 適切 な選別は困難で

あ っ た と思わ れ る 。 しか し教育委員会は、施設

対象児 よ りも軽度 な精神 薄弱児 を対象 とす る 明

確な方向性を示 し、その 方向に沿 っ て通常学級

とは異な る カ リキ ュ ラ ム を提供す る固定式精神

薄弱学級の 施策を1903年か ら1905年に は明確 に

打 ち出 した と言 えよ う。

　 2 ．不確定な将来像 と 目標設定

　通常学級の 学科課程が 適用 され な い 固定式精

神薄弱学級は 、新 たに 当学級 の 教育 目的 ・目標

を設定す る こ とにな る。

　 ニ ュ
ーヨー

ク市教育委員会の 教育次長の ス テ

ィ
ー

ブ ン ス （Edward　L 　Stevensユ867−1914）は 、

1司市教育委員会報告の 「固定式精神薄弱学級」

の 項に お い て 、教育目的 は 「可 能な限 り完全 で

健全 な精神、道徳性、身体 を発達 させ る こ と」

で ある と述 べ て い る （New 　York 　AR 　for　l903
，

ll1）。 こ の 目的は 当時の 公立学校の 目的に 明記

された
一

般的なもの で ある （ラヴ ィ ッ チ 匚2008］

5，
　9）。

　こ の 目的 を実現する ため の 最終 目標 は、通常

学級で は 、 教育全体で実施する道徳教育に よ っ

て 「自尊心 を育 む こ と基礎 と し」、「社会の 一員

で ある こ とを生徒 に認識 させ る」 こ とと （New

York　City　Board　of 　Education ［1905］5−6）、学科

課程 に示 される教科 （academic 　work ） を修得

させ る こ とで あ っ た （Rouismaniere［1997］69）。

一方、固定式精神薄弱学級で は 「通常の 学科課

程 で は 実 際 の 効 果 が 見込 め な い 」 と され た

（New 　York 　AR ［1903］ llO−ll1）。 こ れ は 固定

式精神薄弱学級 で は通常学級 と同
一

の 目標設定

が 不可能である とい う判断が、これ まで の 教育

実践か ら、な され た とい うこ とを意味す る 。

　フ ァ レ ル は 、固定式精神 薄弱学級の 目標 を通

常学級 とは異な る次元 で設定 した 。 彼女は 、 学

業不振 学級時代か ら継続す る問題で あ っ た 無断

欠席の 問題 を解決する ために、まずは登校 させ

る こ とと登校 の 継続 を目標 に設定 した （Farrell

匚1903］258−259； ［1908b］ 91）。 また彼女は、
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栄養失調 と発育不全 の 改善、生命力の 再構築、

感覚の鈍麻の 改善と い っ た 問題へ の 対処 を優先

した の で ある （New 　York　AR 　for　1903，　l　l6）。 彼

女は 、 登校 を徹底 させ る こ とで 、 生徒が 犯罪 に

巻 き込まれ る危険性 と自らが犯罪者に な る可 能

性を回避する 効果を期待 した の で ある 。

　つ ま り、固定式精神薄弱学級へ の 登 校は、生

徒が 日常過ごす生活環境 を物理的 に変 え、健康

を維持 させ 、 生活習慣 を整 えさせ る意味を有 し

て い たの で ある 。

　上 述 の よ うに 、 設立 当初の 固定式精神薄弱学

級 の 目標 は、将来の 見通 しや卒業後の 進路を念

頭 に 置 き階層的に設定 された もの で は なか っ

た 。 実際 に 、
ニ ュ

ーヨ ー
ク市で は固定式精神薄

弱学級児の 卒後 の進路に対する共通理解がなさ

れて なか っ た 。 1909年の ニ ュ
ーヨー

ク市教育委

員会報告 にお い て 、
マ ッ ク ス ウ ェ ル は、「固定

式精神薄弱学級の 卒業生 の ケ ア の 問題 に対 し当

然注意 を払うべ き」だ が、「まだ明確な提案を

する材料が 揃わ ない 」 と して 、教育委員会とし

て の 明言 を避けた （New 　York　AR ［1909］ 188−

189）。

　また フ ァ レ ル は、精神薄弱 児を固定式精神薄

弱学級の 対象と想定し て か ら間 もな く、精神薄

弱者脅威論を支持 し、精神 薄弱者 をコ ミ ュ ニ テ

ィ か ら隔離 し、施設で 処遇する こ とを主張 し て

い る （Farrell匚1903］259，260）。 こ の よ うに 固

定式精神薄弱 学級 に お け る
一

般 的 な教育 目的

（人 格の 形成） と、早急 に解決すべ き課題 に 対

する目標 は設定 され て い た が、卒業後の 進路 に

つ い て は統一
した見解は示 され なか っ た 。

　 3．子 どもの 興味関心 と感覚発達を重視 した

　　指導の模索

　 （1）教材として の 手工訓練

　フ ァ レ ル は、創設当初の 学級 を回想 し、無断

欠席の 原 因を、 従来の 画一的で教科書の 知識の

記憶中心 の指導にあ る と考えて い た と述べ て い

る （Farrell［1908b］ 91）。 そ こ で 彼女は、空 き

缶、木片、ブ ラ シ 等の 生徒が 路上 で 興味を示 し

て い る もの を利用 した活動や ラ フ ィ ア細工 や 玩

具箱の製作等の 手工訓練 を行 い 、 生徒の 興味 と

自発性 を引き出 そ うと した （Farrell［1908b］

91−92；Wald 匚1935］ 83−84）。

　 フ ァ レ ル は、嬉々 として手工 訓練 をする生徒

の 様子 を見て 、教科書 を使 っ た 指導 よ りも有益

で ある と考え た 。 また生徒 の 中 には手技 に秀で

て い る者が い る と して 、 学業不振児学級時代か

ら導入 して い た 手工 訓練を精神薄弱の 教育 にお

い て も適 した教育内容だ と位置づ けた （Farrell

［1908b］　91，
94）。

　ニ ュ
ーヨ ー

ク市教育次長の エ ドソ ン （Edson ，

Andrew ）も、フ ァ レ ル と同様 に 、 創 設当初 を

振 り返 り 「手工 訓練 を重視 した適切 な教育課程

の提供が 重要 だ っ た」 と述べ 、固定式精神薄弱

学級に お い て も継続 して 重視され て い る こ とを

示唆 した （Edson ［1910］ 1）。
ペ ン シ ル ヴ ェ ニ

ァ 州エ ル ウ ィ ン精神薄弱施設長の バ ー
の よ うな

精神薄弱者施設関係者 も、 公 立 学校特殊学級教

師や学校の 行政担 当者 に手工 訓練 を重視す る よ

う助言 して い た （ト レ ン ト ［1997］40）こ とか

ら 、 手工 訓練 は、精神薄弱学級に効果的な教育

内容で あ り、方法で ある と考 えられて い た とい

える 。

　（2）分けない 指導と して の 深化と展 開

　全 国の 精神薄弱学級 の 実態調査 を した ロ
ーズ

ア イラ ン ド州 プ ロ ビ デ ン ス 市の 教育家チ ェ イ ス

（Chace，　Lydia ）は、フ ァ レ ル の 教育方法 を、教

科 毎に分けて行わず相互 に 関連 させ て い る と分

析 し、そ の点を高 く評価 した。 手工 訓練にお い

て 行われ る道の 長 さや 部屋の 面積を測 る活動は

算数の 学習に な り、 土 ・種 ・葉 ・納屋 などの 言

葉の 学習は綴字や書字 の 学習に もなる と評 した

（Chace　［1904コ　339−400）o

　また ス テ ィ
ー

ブ ン ス は、感覚訓練や運動指導

（motor 　activity ） の 教育方法 に 、 感覚 を発達 さ

せ る教材 を用 い た 作業 （occupation ） を行 うよ

う提案 した （New 　Y ・ rk 　AR 　for　1903
，
116）。体育

部長ブ ラ ウ ン も、 固定式精神薄弱学級の 生徒 に

は感覚 を通 して学ぶ 方法が 適 し て い る と述べ た

（New 　York　AR 　fbr　1905，432）。こ うした見解 に

よ っ て 、 手工 訓練の 題材に発達的及び運動的観

点か ら ア プ ロ ーチす る視点が付与され た 。
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　 1906年に指導主事に着任 した フ ァ レ ル は 、 そ

の 後 、 自らの 固定式精神薄弱学級の 指導理 論を

整理 して い く。 彼女が示 した指導理論の 1 つ は 、

「子 ど もの 興 味を押 し広 げ、幅広 い 関連性 と連

続性の ある教材で 、 子 ど も自身が 自ら の 思考 の

輪を促進 し豊か にする」、「子どもた ちの 生活の

中に、
一

貫性 を持たせ 、 相互 関連を もたせ 、異

なる要素を織 り交ぜ る」指導 （以下 ；興味に 基

づ く指導）で ある （Farrell［1907］615−617 ；

［1911c］　204）o

　彼女は、こ の 指導論の 源泉を明示 して い な い

が 、自身の オ ス ウ ィ
ーゴ師範学校 で学ん だ経験

や 先述 の チ ェ イ ス の 評価 が影響 した と思 われ

る 。 また 、 彼女は ル ソ
ー

の 子 ど もた ちが経験 に

よ り発達する とい う考 えや フ レーベ ル の 「生 活

全体の 統
一を 目指す教育学」とい う言葉を引用

し 、 彼らの 思想 を支持 して い る （Farrell匚1908a］

1134−1135）こ とか ら、フ レーベ ル や ル ソ ーの

教 育論も参考に して い た と思 われ る 。 彼女 は 、

言葉 ・描 画 ・家事 ・職 業等 を幅広 く関連 させ 、

子 ど もに学ばせ る とい う興味に基づ く指導が科

学 ・宗教 ・歴史な ど の 教養を学ば せ る こ と に つ

なが る と位置づ けた 。

　 「興味の 中心学習」の 精神薄弱児教育にお け

る 意義に つ い て 、フ ァ レ ル は 「誰 かの 援助 なし

に 自分 自身で 相互 関連を築 く機会 の ない 学業不

振 で 遅滞の ある子 ど もた ち に、相互 関連を築 く

機会を提供す る こ と」 にある （Farrel1［1911c］

204） と述 べ た 。 フ ァ レ ル は、バ ラ バ ラに学 習

した知識 を合 わせ て 次の 学び を自ら展開させ 自

身の 生活や行動に生か して い くよう 、 教員が 関

連性 と方向性を意図的に示す必要がある と認識

して い た の で ある 。

　もう 1 つ の 指導論は 「知的発達 の 自然 な順番

に基づ く」 （the　sequence 　based　on 　natural 　order 　of

mental 　development）指導で 、身体訓練 と手工

訓練 とで 筋肉の 粗大運動か ら微細運動に導 く必

要性 を示 した理論で ある （Farrell匚1908a］1132−

1134）。
こ れ は前述の ス テ ィ

ーブ ン ス や ブ ラ ウ

ン の 感覚発達の 視点に も通 じるが、セ ガ ン の 影

響 も色濃 い 。 フ ァ レ ル は セ ガ ン を 「精神薄弱児

の あ らゆ る仕事 の パ イオニ ア」 と称 し、 感覚訓

練は 「セ ガ ン の 本を読んで い れ ばわ か る」 と述

べ た （Farrel1匚1911a］ 8； ［1911c］ユ61）。 実際

に、フ ァ レル は、感覚訓練系列にお い て 、セ ガ

ン と同様に触覚 の 訓練 を最初 に位置づ け 、 視覚

と聴覚 を触覚の 後 に位 置づ け て い る （Farre11

［1911a ］14； ［1911c ］ 164，169； タ ル ボ ッ ト

［1994］83−86）。 また フ ァ レ ル は、セ ガ ン と同

様の梯子を使 っ た矯正体操 を実施す べ く、 教材

を教育委員会に要求した （Farrell［1907］617−

618）。

　 （3）固定式精神薄弱学級 へ の 転換期の 実践成

果

　 1903−1910年 頃の 教 育委 員会 報告 には 、 固定

式精神薄弱学級 の 生徒 に対す る教育成果 に つ い

て特筆すべ き記述 は見 られ ない
。 しか し、上述

の よ うに、生徒 の 興味 を引 き出す活動や 手工 訓

練や 感覚訓練 を固定式精神薄弱学級で 実施 して

い くとい う方向性が示 され た こ と、 そ して フ ァ

レ ル に よ り興 味に基づ く指導論 と精神発達の 自

然な順番に即 した訓練の 理 論が提示された こ と

は 成果 と い える 。フ ァ レ ル は 、実際に 出席 率が

上が っ たこ とを、生徒が 授業に興味を持 っ た結

果で ある と評 した （Farrell［1911b］ 128−129）。

皿．無学年 ・生活活動体験の配列 に よる固定式

　精神薄弱学級教育の モ デル 提示

　 1．魯鈍級精神薄弱児の 増加

　1909年、フ ァ レ ル は教育委員会報告で 「以前

受け入 れて い た生徒 よ り知力 （mental 　ability ）

が高 い 生徒が入級 して い る」 と報告 した （Far−

rell ［1909］634）。 当時の 学校長の 回想に お い

て も、固定式精神薄弱学級で は1910年頃か ら軽

度級の 生徒の 割合が高 くなっ たこ とを指摘 して

い た （lrwin＆ Marks ［1924］134−135）。

　固定式精神 薄弱学級 の 対象児の 調査 に よれ

ば、調査対象 361人中 、 魯鈍が 164人、軽度痴愚

級お よ び年少者の 中度痴愚級が 161人 、重度痴

愚級お よび年長者 の 中度痴愚級 （施設対象と さ

れる）が 28人 で あ り （Teas 匚1918］ 104−105）6
、

軽度痴 愚級以 上 （年少者の 中度痴愚級 を含 む）
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の 生徒 が約90％で、魯鈍級 の 生徒 は約半数 を占

め る よ うに な っ た こ とが わ か る 。

　フ ァ レル は、新 たに入級 した魯鈍級の生徒 を

学科内容の 学習が可能で 通常学級 に復級す る可

能性が ある と考えた 。 また彼女 は 、 魯鈍級の 生

徒の 増加は 「通常学級教 師が学習に遅れ る子ど

もをす ぐに 固定式精神薄弱学級 の 対象で ある と

認識する」が故に生 じた 問題で ある と捉えて い

た （Farrell［1909］634）。 しか し、 こ の 考 えは

専門家や 教育委員会にか ら支持 を得 られなか っ

た 。 何故 なら 、 1912年の ヴ ァ イン ラ ン ド施設の

研 究 部長 ゴ ダ
ー ド （Henry 　Herbert　Goddard

1866−1957）に よる、 ニ ュ
ーヨ ーク市公立 学校

内精神薄弱児数調査で は、通常学級 に も、精神

薄弱児が在籍 して い る こ とが 指摘 された か らで

ある （Goddard ［1914］xvi ）
7

。 また、魯鈍級の

精神薄弱児 は もちろ ん の こ と、よ り知能 レ ベ ル

の 高 い ボー
ダ
ー

ラ イ ン 児で さえ、通常学級に復

級 しア カデ ミ ッ クな教科を習得で きな い し 、 た

とえチ ャ レ ン ジ して も無益で ある 、 と い う見解

が主 張 され た （Goddard ［1914］ ll−13；Jones

匚1916］ 159−160）。 固定式精神薄弱学級 は、以

前 よ り軽 度級 の 精神薄弱 の 混在を受け入 れ て 、

彼 らを主 な対象 と して 想定 した教育 を検討せ ざ

るを得な い 状況 となっ た 。

　 2．将来像に即 した具体的 目標の 設定 と深化

　 （1） コ ミ ュ ニ テ ィ 生 活の 条件付 き肯定

　 フ ァ レ ル は 1911年に 、 「こ れ ら の 小 さな ロ シ

ア 人 、 イタ リア 人 （固定式精神薄弱学級対象児

一引用者） に 『ア メ リカ人に な りな さ い 』と言

っ て は ならない 。 しか し間接的且 つ 無意識の 影

響を持つ べ きだ 。
こ れ ら の 小 さなならず者 をア

メ リ カ 男性 ・女性 の 育成 に参加 させ る の だ 。 」

（Farrell［1911c］192−193） と述べ て い る s
。 こ

れ は 固定式精神薄弱学級に お い て も公立学校 の

教育 目的で ある ア メ リカ市民の 育成 を担 っ て い

る と主張 した もの と捉え られ る 。

　 さ らに
一般 的に ア メ リ カ 人 の 理 想像 9 は勤勉

性、自立、独立独 行、社会へ の 貢献を含む こ と

か ら （Leighton 匚1920］9−10）、 彼女 も当然固定

式精神薄弱学級の 卒業生 が 、
コ ミ ュ ニ テ ィ にお

い て就労 し、市民 と して 生活す る こ と も視野に

入 れた と考 えられ る 。 実際 に フ ァ レ ル は 「我 々

が簡単な授 産活動 （industrial　work ） を導入す

る 意図は 、 子 どもた ちが将来生計を立 て るた め

で ある」 （Farrell［1908b］95）、 「我 々 は 、 特 殊

学級を出た子 どもが 世の 中の 職業生活の 激 しい

競争 の 中に入 っ て い くこ とに対処 し て い る 」

（Farrell［ユ908a］ 1135） と述 べ 、卒業生 が 将来

コ ミ ュ ニ テ ィ で 生計 を立て 自活する こ とを 目標

に して 指導をす る見解 を示す ように な っ た 。 彼

女は 「自活 （self　support ）可能な能力が ある と

見込 まれ る者の み特殊学級に入級させ るべ きで

あ る」 と指摘 し、 コ ミ ュ ニ テ ィ 生活が よ り可能

な生徒 を受け入 れ よ うと した （Farrell匚1908a］

1135）。

　 フ ァ レ ル が上 記の ように主張する根拠の 1 つ

に 、1907〜1914年 に 実施 した卒業生の 生活調査

の 結果が あ っ た （1915年公表）。 彼女 は 「固定

式精神薄弱学級児 の 中に就労可能な者や 家庭 の

保護の もと脅威の 分子 とならずに コ ミュ ニ テ ィ

生活を お くれ る生 徒 もい る」 （Farrell［1915b］

26） と述 べ た 。 こ の 卒業生調査結果 よれば、調

査対象 と な っ た 卒業生 350人 の うち 192人 （約

64％ 〉が 賃金 を得て コ ミ ュ ニ テ ィ生活 をし て お

り、 賃金 を得て い ない が 自宅で暮 ら して い る者

は86人 （約25％） い た 。

　 ただ し、フ ァ レル は、全 て の 固定式精神薄弱

学級児 に コ ミ ュ ニ テ ィ就労する こ とを 目標 とし

て 設定で きる とは考え て い なか っ た 。 上記 の 調

査 で は 、 「自宅生 活者の 中 の 家事 や家業 を手伝

う者は賃金収入 と同等の 価値が ある」 と主張 し

て い た （Fan・ell ［1915b］ 26）10
。

　 また 、 固定式精神薄弱学級にお い て、 コ ミュ

ニ テ ィ における就労や保護監督する者の い る家

庭で の 生活を 目標に掲げる こ とは 、 教育委員会 、

学校長 、 保護者 、 精神薄弱者施設、世論の 期待

に応えた もの だ っ た 。

　 た とえば 、 1910年以降の 公立学校 内 の 動向と

し て 、 実用的な学習に価値を置 く傾向が 顕著に

な っ て い た 。 1913年の ハ ー
ナ ス 報告 （Hanus

Report）で は、学校教育の 画一
性が 批判 され 、
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実技教科 と職業訓練 を重視 した カ リキ ュ ラム が

求め られ た 。 反対者が声をあげる と、世 間か ら

白い 目で見 られ る ほ ど社会的に も実技重視の教

育が 支持 され 、 プ ロ グ レ ッ シブ の 勢 い も増 して

い た （Ravitch［2000a］ 182）。 公立学校 の 校長

も、 「生計を立 て られ る よ うに助ける こ と」 こ

そが 、最 も価値の ある学校の 責務だと主張 して

い た （Hirsdansky ［1915］14）。

　 また、保護者 に と っ て も、 郊外の 精神薄弱者

施設で は な くコ ミ ュ ニ テ ィ で就労 し、家庭で共

に暮 らせ る こ とは願 っ て もない こ とで あ っ た 。

こ の 時期 の ア メ リカ国内は好景気で 、ニ ュ
ー ヨ

ークで は非熟練労働者が必要 と され、収入の 多

い 家庭 で は両親の 収入 の み ならず子 どもの 収入

を家計 に含む場合が多か っ た （Chapin ［1909］

55−57）。 子 どもを進学さ せ たい と考 える親 ばか

りで はな く、早 く手に職 をつ け働 かせ た い と考

え る親 もい た と推察され る 。

　過密化 に悩 む精神薄弱者施設 にお い て も、 公

立学校 とコ ミ ュ ニ テ ィ における 精神 薄弱者 の 処

遇 を条件付 きで認める動向があ っ た （中村 ・米

田 ［2004］151
，
　156・161；米田 ［2003］52）。

　実 際 に 固定 式精神薄 弱学級 を卒業 し農場に

就労 して い る者 に対 し、
ニ ュ

ーヨ ーク タイ ム ズ

紙は 「自分で 稼 ぐこ とが で きる 市民 とい う名に

値す る人 に な っ た」 と評 した （The 　New 　York

Times
，
1915．7．11）。

　（2）対象に 応 じた教育目標の 明確化

Table 　l　lgl1年頃 の
一

般的な精神薄弱児無学年 固定式学級 の 日課表

知能 レ ベ ル が軽度（A ）＊ 通常学級

教育課程 の 中 で 3学年程度まで の

学習が可能な教科 もあ る者が中心
知能 レベ ル が中度 （B ）

知能レ ベ ル が重度 （C）＊ 通常学級 の 教

育課程は 1学年程度 の 中 に可能な教科

がある か 、 ある い は全 く不可能 で あ り

幼稚園 の 課題を中心 とする者が中心

9：00−9：15 全員 で 行 うは じまりの 体操

9：15−9：30 全員へ の 朝の お話

9：30−9：45 書き言葉
口頭 による朝 の お話の再現

　 （Oral　repr・ducti・n ）

9：45−10；00 文章 （paper　languag・） Language 　B ．B 手工

10：00−10：15 数 数 数

10：15一ユ0：30 休憩 休憩 休憩

10：30一ユ0：00 手工 手工 読み

11：00−11：30 読み 読 み 自習 （Quiet　w °「k）＊

11：30−12：30 体 育 とプ
ー

ル

12130−14：00 昼食 と休憩

14：00−14：20 絵 S絵 感覚訓練

14：20−14：40 感覚訓練 感覚訓練 絵

14：40−15：00 遊戯 （ゲ
ーム） 遊戯（ゲーム ） 遊戯（ゲーム ）

15：00−15；15 身体訓練一全員で

15：15−15：30 フ オ
ーク ダ ン ス 必要とする子どもを対象とする矯正体操

15：30−16：00 発音 お話 ・劇

＊ 自習 は、Quiet　work 、　 Seat　work 、　Busy 　work と呼ばれ て い た。　Ungraded 学級におけ る 自習は 、 ドリ ル等の シー

ト学習や 暗唱 で はな く、例 えば低度 の 子 ど もに は、異な る 色 の つ い た釘や 、 正方形
・
長方形

・三 角形 ・円を使

っ た色 や 形 の 学習 を行 わせ た り、 は さみ と紙を与え、子どもに 切 る こ と
・
か きむ しる こ と ・貼 り付ける こ とを

行わ せ る など、手を使 っ た学習が行 わ れ た （A ．S．［1916］174）。

Farrell［1911d］121；Holmes ［1911］33−ll4．
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　卒後の コ ミ ュ ニ テ ィ に おける 就労 や家庭 で の

生活 を念頭 に置 く具体 的な目標 も設定され るよ

うに な っ た 。

　特 に軽度級の 年長の 男子 に 対 し職 業技 能 を

身に つ け させ る こ と を 目指 した り、女子に対

し家事手伝 い の 技術 を身に つ け させ よ うとす

る学 習が実施 され た （Mchaugue ［1915］15；

Farrell［1911b］ 124−125）。 固定式精神薄弱学級

にお い て魯鈍級の 生 徒の 割合が高 くな り、 対象

児間の 能力差が拡大 した結果、教育内容に は、

共通 して 必要 と考え られる もの と、特定の 生徒

に の み 必要 と考え られ る 内容 とが ある こ とが、

顕在化 した 。

　こ うした状態に鑑み 、 フ ァ レ ル は、対象児 を

能力別に 3 集団に分けて 基本的な学習集団を編

成す る こ とを提案 した （Farrell［1911d］ 120−

121）。 最 も高 い レ ベ ル の 集団は、通 常学級教育

課程 の 3 学年程 度 の 学 習が 可 能な 者 を対 象 と

し、 もっ とも低い レベ ル の 集 団は 1 学年の 教育

課程の 中に可能 な教科があるか 、 ある い は全 く

不可 能 な者や 麻痺の ある 者 が含 まれ た
11

。 以 前

と同様に、子 ど もに興味 を持 たせ彼 らの 活動を

導くこ と、身体的 な状態 を改 善す る こ と、適切

な行動や習慣を身に つ ける こ とが重視され て い

たが （Farrell ［1911b］ 128）、 ス ム ーズ な歩行

をす る と い う目標は矯正 を必要 とする麻痺 の 者

に対する 目標で あ り、文章を書け る よ うにな る

とい う学習 目標は軽度級の 生徒 に適用す る 目標

だ っ た （Farrell ［1911c ］ 141−142，［1911dユ

121）。

　 3．生活活動経験の配列に よ るカ リキ ュ ラム

　　の展開

　 （1） カ リキ ュ ラ ム の 全体像

　1910年以 降、フ ァ レ ル は 、 固定式精神薄弱学

級の教育の カ リキ ュ ラ ム や 指導方法 を夏期講座

等で 講義す る よ うにな っ て い っ た 。 特に、ペ ン

シ ル ベ ニ ア 大学の ウ ィ ッ トマ
ー

（Witmer　Light−

ner 　l867−1956） の もとで 、彼女が 行 っ た固定式

学級教員 向けの 夏期 講座 （Witmer 匚1911］）の

記録 は、著書 として残 り、当時の 固定式精神薄

弱学級の 標準的 な教育内容の 全体像や 、 指導方

法 を知 る こ との で きる資料 となっ て い る 。 固定

式精神薄弱学級の 標準的 な 日課 は 、 Table　l に

示 した とお りで ある 。 本項で は 、 こ の資料の ほ

か、1915年頃 まで の 固定式精神薄弱学級の 教育

に 関する論文を検討 し、 魯鈍級の 生徒が増加 し

て い っ た時期の 教育内容 ・方法の 全体像 を 、 内

容別に整理する 。

　　  成長発達の 基盤づ くりの 学習活動と して

の 体育、身体訓練 ：体育は、生徒の 活力を高め

丈夫なか らだ を作 るため に 、 また発達 の 道筋に

沿 っ た 身体機能的訓練 を行 うた め に、当初か ら

重要 な位 置づ けで あ っ た。特に、精神薄弱学級

の 独 自の 内容で ある 「矯正 体操」は 、 初等教 育

1年生段階の 教育課程が困難な生徒や 四肢 に麻

痺 の あ る生徒 を対象 とし 、 姿勢や歩行の 指導を

含ん で い た 。 個別 ある い は 2 −一　3 人で 実施 し、

医療的観点か ら整形外科 医 と密に連携 をとる必

要がある 身体機 能訓練的な内容で あ っ た 。

　1911年頃か ら 、
コ ミ ュ ニ テ ィ生活が ロ標に設

定さ れ る と 、 体 育 に は広 範 な内容が 包含 され

た 。 通常 学級 の 体育 で実 施 さ れ て い た 「体操

（gymnasium ）」、「プ
ール 」、「ゲ ーム 」、 「フ ォ

ー

ク ダ ン ス 」 も行われ た。体操や ゲ ーム に は 、 適

切 な態度の育成、対人関係 、 チ ーム ワ
ー

ク に関

わ る内容が含 まれて い た 。 忍耐、意欲、態度が

重要な評価観点で あ るこ とが特徴的であ っ た。

　 また 、 昼食や 休憩 、 リ ラク ゼ ー
シ ョ ン の 時間

が 、体育の 中に 位置づ け られ る と い う特徴が あ

っ た 。 昼 食時 に は調 理 の 学習 も実施 さ れ た 12
。

こ の 学習 には 、 事前 の 支度 と事後の掃除 、 配膳

と片付 けの 方法、食事の マ ナー （食事中静か に

会話する こ と 、 食事を待 つ 忍耐力 な ど）、 食事

に必要 な動作の 獲得 、 仕事へ の 熱心 さ を身に つ

ける とい っ た 内容、食後 の 掃除、歯磨 き、休憩

（昼 寝）な ど多様 な内容が含 まれ て い た。こ う

した取 り組み の 結 果 、 「習慣は非常 に早 く形成

された」 とい う　（Farrell［1911b］124）。 生 活

の
一

連 の 流 れ を活用 し学習す る活動 に よ っ て 生

活習慣 の 確立 と生活 ス キ ル の 修得 も意図 して い

たとい える 。

　こ の ように精神薄弱学級 の 体育 に は 、 姿勢や
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歩行とい っ た特定の 生徒を対象 とする機能訓練

的内容か ら 、 体操 、 ゲーム 、 適切な態度の 育成 、

昼食や 休憩な どの 生活習慣や 生活ス キル の 獲得

も含まれ た こ とか ら、週ユユ50分と全体の 授業時

間 の 約 7 割を占め て い た。通 常学級に お い て は、

体育を最 も多 く行 う 1 学年の 体育の 授 業時 間数

が全体の 3 割 で あ っ た こ と と比較する と （New

York　City　Board　of 　Education，1905）、授業時間

数 の 約 7 割を 占め る体育は、固定式精神薄弱学

級教育の 主柱だ っ た とい える。

　　  生 活に もとつ く学習活動を用 い た感覚訓

練、手工 訓練 ：感覚訓練 と手工 訓練 も、 当初か

ら学級で行う重要な内容 として位置づ けられて

きた 。 1908年に フ ァ レ ル が 主張 した 「精神発達

の 自然 な秩序 に 基づ く」指導の 重要性は 1911年

以 降も維持され て い た 。 しか し、 1915年に は、

ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク市固定式精神 薄弱学級副指導主 事

の ウ ォ ル シ ュ （Walsh，　Elizabed11877−1940）JOst、

「間接 的感覚 訓練」 の 重 要性を強調す る よ うに

な っ た 。 こ の 訓練 は 、 手工 訓練や農業 を通 して 、

感覚を訓練す る もの で 、 生徒の 興 味 と動機を重

視 し、「生活 の 中に実際 に生 じる こ と で 自然 に

身に つ け させ る」方法で あ っ た （Walsh ［1915a］

13−14）。 ウ ォ ル シ ュ の 主張は、実際の 生活 に基

づ く活動の 中で 学習 させ る方向性を強調した例

で ある 。 こ れ以 後 、 彼女の 提案す る感覚訓練 と

酷似す る授業が 実際に行 わ れ る よ うに な っ た

（McMurry ＆ Sprague 匚1915］52−53）。

　　  就労 自活を 目指 した職業訓練 ：ラ フ ィ ア

編 みや シ ョ
ール 編み 、 裁縫 、 印刷 な どの手工 訓

練 が行わ れ て い た 。 しか し、魯鈍級の 生徒が 増

加 し、 コ ミ ュ ニ テ ィ 生活が 目指され る よ うにな

る と、学校長か ら手工 訓練 だけで は障害の ない

者 と競 えない 点が指摘 され 、 職業訓練の充実化

が 図られ て い っ た 。

　ブ ロ ン ク ス 第 4 公立学校長 ハ ース ダン ス キー

（Hirsdansky，　Simon ） の 提 案を受けた フ ァ レ ル

は 、生活年齢 10 − 17歳で 精神年齢7 − 10歳 の 知

的能力の 高い 魯鈍級の 生 徒 を対象に、実験的に

ハ ン タ
ー ・

ア イ ラ ン ド農場学校 を開設 した 。

　当校の主 な教育内容 は 、 畑の 耕作 、 種苗の 栽

植、農薬散布、収穫等で、農場の 学習は 「自然

研 究」 （理科 の 観察） も意図 し て い た と い う。

試行錯誤の 結果 、 種苗は雑草 と区別 しや す い ト

ウ モ ロ コ シが 適して い る とされ、真 っ す ぐ植え

る ため に 紐 を直線 に張 る指導上 の 手だて も考え

られ て い た （Mchaugue ［1915］15）。 生 徒 に対

し、 口 頭で 指示 をする だけで は な く、 生徒が視

覚的 に理解 し易 い よう指導の 工 夫が探求 されて

い た と い える 。

　 当校 の 開設 は、ブ ロ ン ク ス 4公立学校 児童福

祉連 盟 （The　Child　Welfare　League 　of 　P．S．4，

Bronx） と ニ ュ
ー ヨ ーク財 団の 資金 を得て実現

したプロ ジ ェ ク トで 、 農家や 農業 を専攻する大

学生 の 指導協力 もあ っ た 。 精神薄弱無学年学級

の 卒業生を就労させ る こ と は 、学校の み ならず

地域市民 の 理 解や 大学 の 支持 もあ っ た の で あ

る 。

　　  興味 の 中心学習
一

社会 ・理 科をコ アに し

た合科 ・統合に よ る 指導
一

：1910年に フ ァ レ ル

は、子 どもの 興味を始点 に教育内容 を相互 に 関

連 させ なが ら展開する指導 を 「興味の 中心」 と

い う指導方法で具体化 した。

　 1910年導入の 「興味の 中心」 の 実 際は 、 「12

の 興味の 中心」 と い う季節や行事 （リ ン カ
ーン

の 誕生 日 、
コ ロ ン ブ ス デ ー

、 農 業）を主 題 に

様々 な 内容 と相互 関連的 に 行う学習で あ っ た。

当学級 の 日課表 （Table　1） には 、 歴 史13、公民、

地理 、自然研 究の 名称 はない が 、 実際 には、社

会や理 科に関する内容 を核 とす る学習が実施さ

れて い た とい える 。 また 「興味の 中心」に 関連

する 「書 き言葉」や 「数」や 「手工 訓練」 の 学

習を、日課表 に示 した学習時間に実施 しい て い

たと い う （Farrell［1911c］200）。

　さ らに 、 1911年 には フ ァ レ ル と共 に夏期講座

の 講師を務め た固 定式精神 薄弱学級教師プ フ ァ

イ フ ァ
ー （Margaret　Pfeiffer）が 「お もちゃ の 家」

とい う 「興味の 中心」学習を開発 した 。 これは

自宅 を箱で 再現す る
一

連の 活動の 中で 、 測 る学

習、色 を塗る学習 、 生 活様式 を学ぶ学 習、自宅

と自分の 居住地域 を言葉で 説明する学習 、 グ ル

ープ学習 に よる対人関係 や コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン
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の 改善を狙い に した学習等を行 っ て い た 。

　1915年に は、ウ ォ ル シ ュ が児童文学 『ロ ビ ン

ソ ン ・クル ーソ ー』の 話 を興味の 中心 に し 、 博

物館で イン デ ィ ア ン の 家 を見学す る 学習 、 外 出

の レ ポ ー ト （国語）、体育、ゲーム 、 リ ズ ム ワ

ー
ク、木工 と陶芸 （職業訓練）、麦 の 栽培 （自

然研 究）、ロ ビ ン ソ ン ・
ク ル ー

ソ
ー

の 劇 を含む

学習を行っ た （Walsh ［1915b］）。

　 1916年に は 、 軽 度級の 生 徒 を対象 とす る 牛乳

配達 （Astudy　of 　our 　milk 　supply ）を興味の 中心

とす る学習が行 わ れ た 。 こ の 学習 に は、算数、

自然研究、国語、公民、絵画 の 学習が含 まれて

お り、 さ らに 、 マ ン ハ ッ タ ン にある牛乳工 場 も

訪 問した 。 こ の 牛乳 配達の 学習 は 、「社会生 活

に役立 つ 内容を非常に多 く含 む」 こ とを意識 し

て 設定され て い た （Paul ［1916］227）。

　 1918年 には、「百貨店」 を興 味 の 中心 にす る

学習が実施 された 。 実際 に百貨店に赴 き、店の

歴史や ビ ル の管理の 仕方や 売 り場の 面積を質問

する 内容、そ の 店 と他 店の 広告の 値段 を比較す

る学習、学級で作 っ た 製品を売る学習が含 まれ

る。生徒の 中には兄弟がその 百貨店で 働 い て い

る者 もお り、興味 を持 ちや す い と い う （Hor −

ringan　［1918］　92−93）。

　 こ の よ うに 興味の 中心学習 は、「教科書で は

利益を得 られな い 」、「相互 関連を 自ら築 くこ と

が不可能な」精神薄弱児 （Farrell［1911c］204）

に対 し、社会 ・理科を コ ア に した合科 ・統合に

よる指導に よ り、実践 に近 い 活動 を総合的に 提

供する方法で あ っ た 。 生徒の 生活の 場で ある コ

ミュ ニ テ ィ の 資源を活用 して 活動 を展開す る こ

の 学習は 、 精神薄弱児に、将来 コ ミ ュ ニ テ ィ で

生活 させ るための 家庭生活や社会生活を豊か に

する教養と経験を意図的に設定す る意義があ っ

た の である。

　　  社 会文化 の 共通 の 道 具 として の 言葉 ・

数 ： フ ァ レ ル は 言葉 に つ い て は 、 読み書 き よ り

も 「話す こ と」 を優先すべ きで 、学級内 の 能力

の低い 生徒 に は読み書 きは必要な い と考えて い

た 。 その ため 、 当学級 で毎 日実施する 「朝の 話」

の 再現は 、 能力の 高い 集団に は書 き言葉 で行 な

われ、能力 の 低 い 集団 には話 と演劇活動 を通 し

て行 われ た 。 また当学級で は 、 発音の 訓練 を重

視す る の も特徴的で あ っ た 。 発音の 学習は 、

1915年に イ ェ
ール 大学実験心理 学助教授で あり

言語矯正 ク リ ニ ッ ク を開設し て い る ス ク リプチ

ユ ア （Scripture，　E ，　W ．1864−1945）の 指導方法が

導入 された 。 ス ク リ プチ ュ ア の 「筋肉の コ ン ト

ロ
ール」、「呼吸 コ ン トロ

ール」、「呼吸の サ ポ
ー

ト」の 3 段階の 機能訓練 的指導が行わ れ て い た

（0 ’

neil 　［1915］　70−72 ；Scripture　［1916］　172−

174）。

　算数 に 関わる時 間割上 の 名称 は、「数 （num −

ber）」で あ り、 基礎 的 な内容 が 中心で あ っ た 。

また 当学級の 指導方法は 、 通常学級の よ うな ド

リ ル 学習で はな く、 床 に円を描 きその 中に玉 を

投 げる ゲ
ーム 等 の 活動性 と娯楽性 の あ る方 法

や 、実際の 貨幣 を用 い た 売買の 学習が 行われ た

（Farrell　［1911a］　15）。

　 こ の ように 言葉 と数に関する学習に は 、 発音

の 機能的訓練 や生徒 の 興味 を惹 きつ けるゲ
ーム

や 劇に よ る学習、生活 に必要な道具 として の 話

し言葉 を身に つ ける学習、金銭の 学習が包含さ

れ て い た。社会文化の 共通の 道具 と して 言葉 と

数が必 要だ と捉え られ て い た こ とが窺 える 。 言

葉 と数に 関する時間配分 は 、 1 日75分 間で全体

の 17〜20％ に相 当 し、 決 して少 な くな か っ た 。

そ の 理 由 に は 、保護者 の 希 望 が あ っ た こ と

（Falrell ［1911c ］ 167 ） も考えられ る。

　 （2） コ ミ ュ ニ テ ィ生活 を想定 した生活活動体

験 に よる教育の成果

　 固定式精神薄弱学級の 教師は、生徒 に対す る

教育の 成果 を、生徒が実際に 出来る よ うに な っ

た事や生 徒の 行動の 変化 をもとに主張 した 。 例

えばハ ン ター ・
ア イラ ン ド農場学校の取 り組み

にお い て は、運動能力や 体力の 向上 と健康上 の

利益 を得 られ る面 も主張され る
一

方で 、 「口論

す る代わ りに協力す る こ とを学 ん だ」 とい う行

動上 の 変化、仲間と親密に な る な ど の 人間関係

の変化が あっ た と された 。 午前 ・午後 を通 して 、

さ らに宿泊 を して 生 活を丸 ご と農場に移す こ と

で 、 適切 な生活習慣 が形成 された と評価 され た 。
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20世紀初頭 ニ ュ
ーヨーク 市 固定式精神薄弱学級指導主事 E，フ ァ レ ル に よ る 生活活動体験 を配列 した カ リキ ュ ラム の 形 成

当プ ロ グ ラ ム の 目的であ る職業面にお い て も農

業技術 を獲得する と と もに仕事に対す る意欲 も

育 まれた （McHargure 匚1915］16）。

　 ニ ュ
ーヨーク タ イムズ紙で は 、

ハ ン ター ・ア

イラ ン ド農場 は実際 に 、 精神薄弱学級 を卒業 し

た生徒 1 人を雇用 し、他 の 学校 の 生徒 も受け入

れ る可能性が ある とい う記事が 掲載された。同

紙 は 、 雇用 された 1 人は 、 自分 で 稼 ぐこ とが で

きる市民 とい う名 に値す る人にな っ た と評 した

（The　New 　York 　Times ，1915）。 精神薄弱教育 の

成果を世 間に示すに は 、 卒業後に コ ミ ュ ニ テ ィ

生活を送 る こ との で きる生徒 の存在を示すこ と

が 有効だ っ た とい える 。

総合 的に毎 日実践する こ とで よ りよ い 行動の 習

慣化 を目指 して い た 。 職業訓練 は 、 特 に年長の

軽度の 生徒 を中心 に コ ミ ュ ニ テ ィ で の就労自活

を 目指し充実化が 図られ た。

　 固定式精神薄弱学級 の 教育 は 、 学年制に よ る

教科別の 指導を原則に した教育課程や 指導形態

を排 した実践を積み重 ね、精神薄弱教育 の 方法

と して の 「学年制の 教科に よ らな い 生活活動体

験 を配列 した カ リキ ュ ラ ム 」に収斂 して い っ た

とい える 。

付記　 本研究 は科学研 究費補助 金に よる研究

　　　 成果の
一

部で あ る。

N ．まとめと考察

　固定式学業不振児学級開設当初 か ら固定式精

神 薄弱 学級へ の 転換期 （1899−1910年頃） にか

けて は 、 市教育委員会 、 フ ァ レ ル 共 に、卒業生

の コ ミ ュ ニ テ ィ生活を明確に 目標にする こ とが

出来ず、無断欠席や 丈夫な身体づ くりなど僅 々

に解決すべ き課題に場 当た り的に対処せ ざる を

得ない 苦労が 窺えた 。 しか しその ような中にお

い て も、 精神薄弱児に対象を焦点化 し て か らは 、

感覚訓練 や相互 関連的に 学ばせ る指導の 理論的

側面が整理 されて い っ た 。

　1910年頃か らは、こ れ まで よ りも軽度で ある

魯鈍級 の 生徒が増加 した 。 目標 を コ ミ ュ ニ テ ィ

で 生活す る こ とが明確に な り、その ために必要

な課題が段 階的に考察 され た 。

　矯正 体操 や 感覚訓 練な ど の 機 能 的内容 は 、

1910年以前の 理論をベ ース に しつ つ 、その 方法

や 道具 の 充実が 図られ た 。 しか し、特に実践が

深め られ たの は 、 精神薄弱児が コ ミュ ニ テ ィ で

社会生活を送る こ と を念頭置 い た 生活活動体験

に よる実際的な指導方法 の 探求で あ っ た 。 固定

式精神薄弱学級担当教師か らは、生徒の 興味 を

引 く生 活 に関す る活動に よ っ て感覚訓練 を行 う

考 えも示 された 。 体育は、機能的訓練だけで は

な く、 他者 との コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を必 要 とす

る ゲーム も行わ れ る ように な っ た。体育に包含

され る昼食 の 学習で は、関連する
一

連の 活動を

【註】
1 ニ ュ

ーヨ ーク市 、
ニ ュ

ージ ャ
ージー州ニ ュ

ーア
ー

　 ク市 などがそ の 例 で あ る 。

2 ニ ュ
ーヨ ーク市の

“
Ungraded 　Classes

”
は、学年

　に 応 じた教育課 程 を行わ ない 知的欠陥児を主 た

　る 対 象 と す る 学 級だ が 、他 の 都市 で は 、い くつ

　か の 学年の 生徒 を合 わせ て 指導す る促進学級や

　生 徒 数 が 少 な く学年を跨 い で 学級編 成 をせ ざ る

　を得な い 複式学級 をUngraded　Classesとい う場合

　が あ っ た 。
ニ ュ

ーヨ ーク市
“
Ungraded 　Classes

”

　との違 い は、通 常学年の 教 育課程 を実施す る点

　で あ る 。

3
フ ァ レ ル は ニ ュ

ーヨ ーク 市固定式精神 薄弱学級

　教師協会の 会長で
“
UNGRADED

”
誌 の 編集長を

　務め た。
t

本稿 では安彦 （2002 ；2006）の 定義を参考に し

　て い る。教育 日的は 目標が達成された場合に初

　め て 成 熟す る もの で   目標群の 最終に 位置する

　目標 と同
一

の もの と、  方向 と して すべ て の 目

　標 を貫 い て い る 原則 的な方針 （ex ； 人格の 形成）

　に 大別 され る。本稿 で は  を生徒 の 卒業後の 将

　来像 と捉 える 。 教育 目標は 、 教育目的よ り具体的 ・

　部分的 ・過程的 で 、例 えば学校教育 目標 （goa1）、

　教授 目標、学習 目標 （objective ＞、授業 目標、指

　導目標、単元 目標があ る 。 本稿 で 目標 を用 い る

場合、どの レ ベ ル の 目標か 註釈をつ ける。

” Eash （1991），安彦 （2002 ；2006） を参考 に分析

　の 視点を設定した 。

G 重 度痴愚級、中度痴愚級 の 生徒 が完全 に 固定式

　精 神 薄 弱学級か ら除外 さ れ る こ と は なか っ た
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　（Kode　［2002］ 59＞。

7 こ の ゴ ダ
ー

ドの 調査は、都市部 に居 住す る 生 徒

　の 生活実態に相応 し くな い 問題が提示され て い

　た と フ ァ レ ル か ら批判 を受けた （Farrell［1913］；

　Farrell　［1914］）。

S
通常 学級 で シ チ ィ ズ ン シ ッ プ 教 育が盛 ん に な る

　の は 、 1920年代の こ とで ある 。 フ ァ レ ル が 1911

　年に、ア メ リ カ 人 の 育成を重視 して い た こ とは、

　通常学級 の 流 れに先行 して い た とい える 。

9
ア メ リカ人 の 理想は、「法 qaw）」、「秩序 （order ）」、

　「礼儀 正 しさ （decency ）」、「節 酒 （sobriety ）」、

　「勤勉 （industry）」、「公正 （justlce）」、「自立 （in．

　dependence）」、「独立独行 （self」reliance ）」、「質素

　（thrift）」、 「貢献 （service ）」にある 。 学校 で の 指

　導 の 方法 は 、先 人 の 言葉 を読 み 覚え る こ と で あ

　っ た 。 初等教 育 1 学年 、 Ungraded　Classes児 は難

　しい と されな が ら も、生徒 が 興 味を持つ よ う工

　夫して 実施す べ きと考 え られ て い た （Leighton

　匸1920］　10）0

1°
フ ァ レ ル の 調査は好景気 の 時期 に行 われ て い た

　点、自宅生活者に被雇用者 と同等 の 教育成果を

　付与 し た 点で 限界 が あ っ た 。 ま た 精神薄弱者が

　価値 あ る 被雇用 者に な っ て お らず 、 産業界 に莫

　大 な損失を 与 え て い る と い う事実が指摘 され た

　 り、彼 らが就 くこ とが 可能な職種を 見定め なけ

　れ ばな らない とい う議論が な され た りす る な ど

　（Fitts［1919］179＞、精神薄弱者の 雇用 と 処遇に

　 つ い て は
一

貫 した見解 が定 ま っ て い な か っ た と

　 い える。
h

フ ァ レ ル と と もに ペ ン シ ル ヴ ェ ニ ア 大 学ウ ィ ト

　マ ーの 精神薄弱学級担当教員向け夏期講座 に参

　加し 、 医師と して 生徒を検査 したホ
ー

ム ズ （Holmes ，

　 Arthur） の 記録 に 依拠す る。
「2 女子 は 料理 を中心に行 い 、男子 は配膳 や 掃除を

　中心 に 行 っ て い た 。女子 に 対 し 、 卒業 後 に 家庭

　で料理 を手伝 い 生活す る こ とを狙 い と して い た

　 と思 われ る。通常学級で は 、家庭科に 関連す る

　授業 は裁縫 も含めて週 80分実施 す る
一

方で 、固

　定式精神薄弱学級 で は毎 日の 昼 食時に実施し た 。

　ま た 通常 学級 は、7 ・8 学年 の 卒業間近 の 生徒 の

　み を対象 とす る が、固定式精神薄弱学級 の 調 理

　は全員 を対象 として い た。
’3 通常学級の教育課程に お い て も歴 史的な記念 日

　に着 目す べ きだ と記 され て お り、そ の 点 で は 通

　常学級と固定式精神薄弱学級の 歴史は類似する 。
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Development of  the curriculum  that arranges  life activities

by E. Farrell, inspector of  Ungraded  Classes Department

     in the early  twentieth century  New  York  City.

Takako  HOMMA'  and  Hiroki YONEDA"

 The purpose ofthis  paper is to analyze  the changes  in the educational  aims,  objectives,  contents,  and

methods  of  
"Ungraded

 Classes" in New  York  City public schools  in the early twentieth century,  and

the changes  in assignment  of  children  to such  classes.  These have been analyzed  by E. Farrel with  a

focus on  edueational  practice. Since 1903, children  belonging to special  classes  had been catcgorized

as  the feeble-minded group, and  Farrell sought  to devise a curriculum  that was  not  structured  around

grades or  subjects.  Around  1910, about  half the group of  classes  had become moron,  learning to

coexist  in a  community  had become the educational  goal, and  the curriculum  in the classes  took  the

form of  
"an

 integrated curriculum  not  centered  on  grades and  one  focusing on  life experiences."
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